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1. イネハモグリパヱ flgromyza oryzae MUNAKATA 
a)田植期頃
1965年，'66年および '67年の成虫掬い取りによ る調査日ごとの採集数は， 第 1図のとお
りである.


























水Ulおよび雑草地における昆虫凱'集にfJl Iする研究開 3N;{)~-村井 3 
から耕起され，中旬には殆んど耕転作業を終了するが，この頃には苗の草丈も 13~15cm 
(最上位葉は第4葉)ほどに伸長している.ハモグリ パエ成虫の苗代侵入，そ して抵食もこ









が 10~15 cm に伸長した頃，即ち最上位葉が第 3~第 4 葉の頃に苗代に侵入して加害する
ようである (Plate1 --1 ~ 5参照).
次に1966年，苗代では前年よりも苗の育ちが良好で，ノ、モグリパエ成虫の勢力も前年よ

















は増していった 幼虫食痕の 目だったのは 5月12日，そ して踊化個体は24日頃から急に多
くなり 5月31日頃にそのピークに達した.
一方，この年の雑草地の調査地点 (Station) として，濯瓶用水路に沿ったマコモ群落を
優占種とする地域を選定した (Plate 1 -1 ~ 4， 7， 8参照).周知のよ うにマコモの芽
生え，そして生育繁茂は稲よりも著しく阜く， 4月下旬頃には用水路の水面から僅かに葉先
をだしていた.しかしハモグリパエ成虫のこ こでの出現は全く自につかなかった.この頃












(最上位葉第 3 ~第 4 葉)とこ の虫の加害と が密接に関係していることが理解できる .
第 1表 マコモ一葉当りハモグリパエ幼虫の寄生数と食入部位
調査 No¥項目[草 丈 |寄 生数 l 食入開始部位の根元からの距離 (cm)
cm 個体
No. l 54 5 ⑧， 46， 42.5， 38.5， 34 
2 72 5 64， 60， 60， 57， 50 
3 62 6 60，⑧， 51， 50， 49， 45 
4 34 4 31， 30， 22， 19 
5 38 一i句 ⑧ 
6 37 1 ⑧ 
7 52 8 42，⑧， 37.5， 34， 34， 33， 29， 27 







7 42， 40， 38， 35， 32， 24， 20 
6 38， 37， 36， 35， 34， 33 
1965年および '67年の調査日ごと の成虫採集数は第2図のとおりである.
まず，1965年供試水田の刈取りは 9月20日に行なわれたが，それより前の 9月上旬頃か
ら本田ではハモ グリパエ成虫は採集されなかった (Plat巴 II - 1 ~3 参照) .






中の個体も一部に観察された このマコモ群落は 5月上旬以降， たびたび刈取りされたも
のである (PJateI - 3， 4， 7参照).
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から新たに芽生えた二番芽生にも成虫はみられなかった (PlateI - 5， 6参!照)・
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第4[苅 イネミギワパエ.~虫の稲刈期頃の消Ji: (1965， '67{fJ 
一方，雑草地ではこの図には出ていないが 7月19日に 672個体を数え，この年最高の





取り 株から新たに芽生えた， いわゆる二番芽生(ヒコパエ)が10月上旬頃には 40~50cm
位の長さにまで草丈を伸長し (Platen -5， 6参照)，ここに雑草地から新たに侵入飛来































次に， 1967年水田 (苗代)では 5月6日31個体， 12日18個体，そして田植のあった 5月
19日には若干減少したが，本国に移った24日には38個体で小さなピークをつくった.
一方，畦畔沿いの用水路に自生したマコモ群落を主とする雑草地では，水田で揺秩の行








しかし稲刈り前の 9月には勢力としては強くはないが 9月 1日5個体 9日17個体， 15 
日13個体が得られた.
一方，雑草地では10月25日に47個体を数え，水田での稲刈りのあった後のピークを形成
したが，以後は衰退した.すなわち 9月 1日26個体 9日16個体，そのあとは半月余
り，著しい増減はなかったが 9月下旬と 10月上旬に一時的な衰退がみられた.







































第 6図 ユス リカ類成虫の稲刈期頃のj首長 (1965，'67年)
しかしイネミギワパエの項で述べたように， 10月上旬頃に稲の刈取り株から新たに芽生え














































;:n 7 rg! キ リゥジガガンボJY'IIの
田植期号lの消長 (1965年)
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ちらかといえば，イ ネハモグリパエより 10 日 ~2 週間ほ
ど遅れて出現するのが普通である.
水田 (苗代)ではこの年， 田植当日 の5月19日に 3個
50 
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第 9図 セジロウンカ成虫の稲刈期頃の消長 (1965，'67if'-) 
体，そして30日にも同じ数の個体を採集した.しかし10月以降は次第にその勢力は衰退し
た との年の雑草地でのピークは，上述の 9月22，30日であった
次に， 1967年の水田(本田)では稲刈りも例年より早く行なわれ，その当 日の9月 5日
に7個体が得られた.その後20日間ほど成虫は得られなかったが，既述のイネ ミギワパエ，























で 9月26日に16個体， 10月 2日には12個体
を数え，以後はこの芽生の黄変そして枯死に
01 ー ~_/ /c.一一
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このヒメトピウンカの群集移動は，上述のセジロウンカのそれと よく 似ており ，水田か
ら雑草地への拡散移動の状態が図によ くあらわれている.
8.イネマダラヨコバイ Jl1emadarσ oryzae }.i[ATSUMURA 
a)田植期頃
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第111苅 イネマダラ ヨコパイ 成虫の稲刈則頃の消長 (1965，'66年)


















体，そして稲刈り 当日の 9月5日に 5個体を
数えた. 以後は水田では一応の終慢、をみた
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第一121記iフタテンヨコノ〈イh瓦，uの干泊メリ均jl:"t[
のi~ j;ミ (1967年)
た日以後，少しずつ勢力を増し 9月12日15個体， 19日21個体，そ して26日には17個体を
数えた.しかし10月以降は勢力を弱めていった.





i)ハナパエ類 Anthomyiidae SPP. 
田植期頃の調査資料として， 1965年および '66年の結果を取纏めると第13図に示したと
おりである.
まず， 1965年水田(苗代)では 5月20日に17個体，そして田植直後の 6月2日に，本田
で11個体の成虫が得られた.
この年，雑草地では 5月7，13日にそれぞれ2個体， 20日26個体，水田で括棋のあった
直後の 6月2日には若干減少したが 9日24個体，そして16日に 3個体を得た.















力としては余り強くはないが目についた.稲刈期頃は 9月 1日12個体 9日51固体，刈取
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していること を報告しておいた 吉目木 ・佐々木，小林ら前記の諸氏も著者と同様の観点
にある. しかし秋季のウンカ，ヨコバイ類の優位を占める原因については，農薬抵抗性の
強い個体，あるいは体重の重い個体の生き残り (小林 '57a， b， '60，徳島農試 '57)，さ
らには散布農薬が稲体を介して産卵数を増加，あるいは発育を促進するという説(三宅
































































3. 稲刈期頃に水田 (本田)がら雑草地へ移動する主なものとしては， イネハモ グリパ








コンクリ ー ト固めが望ま しいよ うである.
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Summary 
In the present paper， the studies on the succession of cornmunity of the important 
insect pests in the ric巴-plantingand the rice-cutting in the two differ巴ntfields， the paddy 
and the weedy fields， are given. 
These studi巴swere made from 1960 to 1967， and in this paper main data were used 
for three years from 1965 to 1967. 
The r巴sultsobtained were surnmarized as follows : 
1) In the ric巴-plantingseason. 
The most important insects， invading from the w巴edyfield to the nursery or the 
paddy field， were Agromyza oryzae MUNAKATA， Hydrelia griseola FALL孟N and 
Oulema oryzae KUWAYAMA・
2) In the rice-cutting season目
Th巴 communitiesabundant in species of insect pests， escaping from the paddy 
field to the weedy field， were Agromyza oryzae MUNAKATA， Hydrellia griseola 
FALLEN， Sogatσfurcifera HORVATH， Laodelρhax striatellus FALLEN， Inelηαdara 
oryzae MATSUMURA and Nlacl'osteles fascifrons STAL. 
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These insect pests have， very cl巴arly，changed alternately their places， the paddy 
fieid and weedy fields， according to the changed in cercumstances. 
After the rice-cutting period， these insect pests have changed th巴 inhabitingplace 
from the former to latter， and what is more， they have moved from the w巴巴dyfjeld to 
the just app巴arednew young leaves in old rice-stubble. 
These insect pests have， th巴refore，got the hibernated， multiplicat巴d or other 
inhabitable places， and in the following year the population density of insect pests is 
accordingly increased in number. 
In consequenc巴， in order to obtain good control， the particular attention should be 
paid to the succession of the important insect pests in the paddy and weedy fields 
From the abov巴mentionedfacts， itseems that the ridges of paddy fjelds are needed 
to be consolidated by concr巴te，vork， not only for th巴 controlof the insect pests， but 










7. 5 月下旬~6 月上旬のマコモ繁茂
2. 4 月 中旬の畦畔と i~主1既用水路
4. 5月上旬の用水路マコモ群落
6. 5月下句の田植時の本田
8.ハモグリパエ幼虫の喰痕と鏑 (マコモ葉)
1 2 
3 4 
5 6 
7 8 
Plate I1. 稲刈前後の71く回と雑草地
1. 9月上旬の水田
3. 9月中旬の稲刈時
5 10月上匂~中旬の水田(刈株から新葉)
7. 10月中旬~-F旬の雑草最終刈取り
2. 9月上旬の畦畔雑草地
4.マコモ群落
6.刈株の新築(ヒコパェ)拡大
S.四国地方に普及のコングリート畦畔(徳島市郊外)
